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＜説明内容＞

１ 計画の進捗管理と「取組と目標」

２ ニーズ調査を活用した「取組と目標」の進捗管理

３ ニーズ調査を活用した「取組と目標」の進捗管理の例



＜説明内容＞

１ 計画の進捗管理と「取組と目標」

２ ニーズ調査を活用した「取組と目標」の進捗管理

３ ニーズ調査を活用した「取組と目標」の進捗管理の例
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地域マネジメントの一環としての計画作成フロー

前期計画の振り返りを踏まえた計画の作成

〇 第７期計画から自立支援・重度化防止の「取組と目標」を記載することが必須となり、計画期間において毎年度、実績
を考察して自己評価しているところ。

〇 また、次期計画の作成において、多くの自治体で在宅介護実態調査等を踏まえ、家族の負担を軽減し介護離職を防止
することに資するサービス提供体制の構築を目指してサービス量を見込むとともに、毎年度、それらサービスの実績値
と計画値との乖離状況とその要因について考察いただいているところ。

〇 次期計画の作成にあたっては、こうして毎年度、前期計画の進捗管理において把握された地域の課題や解決方法を
踏まえて、必要に応じて実態把握のための調査・ヒアリングを実施し、これらを関係者と議論することで認識を共有しな
がら考察することが求められる。

〇 これら議論においては、各地域で①何を目指したか？、②目指す姿実現のための具体的な中目標は？、③そのため
にやるべきことと期待したことは？、を考察し、次期計画期間で実施すべき施策とその効果を見込んだ上で、計画に記
載することが求められる。

前期の
取組
（D）

①何を目指したか？

（ビジョン、大目標）

②目指す姿実現の
ための具体的な中
目標は？

③そのためにやる
べきことと期待した
ことは？（施策と小
目標）

④事業の進捗状況
を何で確認し、評
価するか？（調査）

•事業の実施体制

•事業の実施回数

•事業の参加人数

•事業の実施内容

•事業の実施効果

計画作成（P）

確認
（C）

改善
（A）

○ ①ビジョン、大目標（何を目指したか？）、続いて、②目指す姿実現のための具体的な中
目標を設定する。

○ さらに、③施策と小目標（そのためにやるべきことと期待したことは？）を検討する。
○ 併せて、④事業の進捗状況を何で確認し評価するかを検討する。

前期計画の振り返りを踏まえて、計画の作成へ

進捗管理

【地域マネジメントの一環としての計画作成フロー】
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介護保険事業計画の介護予防等の「取組と目標」の設定

計
画
へ
記
載

進
捗
管
理

目
標
へ
の
到
達
に
向
け
て
、
関
係
者

と
の
議
論
を
踏
ま
え
た
施
策
検
討

STEP2：次期計画作成のための調査と考察STEP1：前期計画の進捗管理、考察

（ア）実施した事業量の進捗管理

•設置個所数は？参加人数は？

•実施した内容は？参加者の属性は？

（イ）参加者への影響の確認

•生活が変わったか？機能が改善したか？

•改善した人/しなかった人の特徴は？

（ウ）地域への影響の確認

•生活が変わったか？機能が改善したか？

•改善した人／しなかった人の特徴は？

１年目の取組

実績の自己評価

（２年目６月）

２年目の取組

実績の自己評価

（３年目６月）

３年目の取組

実績見込の考察

（３年目１０月）

（ア）現在の取
組の検証

（イ）廃止、
見直し、継
続、拡充

（ウ）新たな取
組の必要性
は？

地域ケア会議等による新たな課題の発見

•地域に共通する課題は？

•地域に潜在する社会資源は？

（ア）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査

•参加者に改善はみられているか？

•地域全体の改善につながりそうか？

（イ）保険者独自の調査・ヒアリング

•地域包括支援センターへのヒアリング

•インフォーマルな取組の現状調査

•取組等への参加が難しい人の把握

•新たな取組の開始の予定、動き

•住民の意識、希望

（ウ）好事例の参照

•生じている課題に有効な取組は？

•どれくらいの効果が見込める？

進捗管理の方法の設定

•計測方法

•計測の時期

STEP3：（エ）目標数値の設定

•設置数、参加人数

•期待される効果

自立支援、介護予防、 重度化
防止の取組の設定

反
映

反映

反映

反映

STEP3：次期計画に
記載する「取組と
目標」の検討

※上記の図においては各年度の自己評価を示しているが、中間地点における実績を参考に、次年度の取組や事業の改善の必要性を考察するため、半期ごとに自己評価することが望ましい。

（４）
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関係者との議論の重要性について

① 保険者としての考えを整理する
地域の関係者と議論できる会議を、考えを整理する機会と捉えてください。目的、取り組む
べき内容や量、それによって到達する姿など説明しましょう。

② 現場や有識者の知恵を借りる
保険者としての考えが整理し現場や有識者に意見を聞いてみるべきです。整理できていな
いのであれば、なおさら聞いてみるべきです。
例えば、保険者としての現状認識と現場や有識者の認識との乖離していた場合、有識者が
客観的な知識や情報をもたらしてくれることで考えが整理される、現場の想いをくみ取るこ
とが現場のやる気につながる効果が考えられます。保険者としての考えを示すことは大切で
すが、その際、現場や有識者の知恵を借りるという態度で臨みましょう。

③ 考え方を共有する
計画の進捗管理や作成のプロセスを現場や有識者と共有することにより、保険者としての
考えが、地域全体の考えとなります。多様な考えや認識を排除する必要はありません。同じデ

ータや課題を共有し、それぞれの立場から見た世界を、議論を通じて共有することにより、地
域が同じ問題を認識し、取り組むことが可能となります。
医療・介護や多職種の『連携』や地域『包括』ケアには、このように認識を共有する作業
がとても重要になります。このことを「考え方の共有」とか「規範的統合」と呼んでいま
す。



＜説明内容＞

１ 計画の進捗管理と「取組と目標」

２ ニーズ調査を活用した「取組と目標」の進捗管理

３ ニーズ調査を活用した「取組と目標」の進捗管理の例
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ニーズ調査を活用する意義

①取組の目的が分かる

②関係者が取組の目的を意識できる

③必要な調査項目の発見につなげる

④本当に必要な取組に重点化できる
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取組の効果の二段階での把握 と考察

①「参加する前」と「参加した後」とを比較する
②「参加した人」と「参加していない人」とを比較する
③「参加した人」と「地域の平均」とを比較する
→参加者とそれ以外の方を分ける方法
・「●●の取組に参加しているか」という調査項目を追加する
・参加者情報を把握しておいて、「取組への参加者」がわかるように印をつける。
・「通いの場」の参加者は、「地域での活動について」の調査項目で把握できる。

参加者への影響

地域への影響

○３年前の調査結果と比較し、地域全体の変化（該当する割合の変化）を確認
○３年前と比較して、回答者の性別・年齢階級に大きな違いがないか確認
違いがある場合は、
・違いを埋めるための調査の追加
・違いを補正する、勘案して考える 等が必要
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「参加者への影響」の確認方法の例
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進捗状況の確認・評価（C）から見直し（A）の思考プロセス

次期に向けた方向性（例）
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次期計画作成に向けて今期の取組を振り返る作業シート案

次期計画作成に向けて、前期の取組を振り返ってみましょう

前期の取組（施策）



＜説明内容＞

１ 計画の進捗管理と「取組と目標」

２ ニーズ調査を活用した「取組と目標」の進捗管理

３ ニーズ調査を活用した「取組と目標」の進捗管理の例
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取組と目標の作成手順の具体例
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ニーズ調査を活用した取組の進捗管理の例①

７期の取組（施策）



16

ニーズ調査を活用した取組の進捗管理の例②

７期の取組（施策）
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ニーズ調査を活用した取組の進捗管理の例③

７期の取組（施策）


